
１．学習の到達目標等

２．学習計画及び評価方法
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【学習状況の評価方法】
学習状況（定期考査・実習・授業への取り組み・課題やノートなどの提出物）を「知識・技能」「思
考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点をもとに総合的に評価します。

第９章　　消費生活と経済計画

第11章 　生涯の生活設計

【課題・提出物等】

家庭基礎

夏期休業

自分自身のよりよい生活を実現していくために必要な知識と技術を身につけ、人間
の生活の営みの土台となる衣・食・住・家庭経済・福祉を社会との関わりの中で見
つめながら、合理的な家庭生活をしていくための基礎的な力を養う。

教科書・副教材

第３章　　子どもの生活と保育
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第10章 　持続可能なライフスタイルと環境
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【学力を身に付けるためのアドバイス】
授業は真剣に取り組んでください。学習ノートや制作した作品の提出は確実にしてください。

第１章　　生涯の生活設計
第２章　　青年期の自立と家族・家庭

学　習　内　容

第６章　　食生活と健康

第７章　　衣生活と健康

第11章 　生涯の生活設計

マスターノート提出
作品提出
期末試験第４章　　高齢期の生活と福祉

第５章　　共生社会と福祉

学習の到達目標
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マスターノート提出
作品提出
調理実習
期末試験

マスターノート提出
学年末試験

第８章　　住生活と住環境

ウェルビーイングにつなぐ　家庭基礎（教育図書）

全コース

教　科　名 科　目　名 単位数
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